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1. はじめに 

三重県では，平成 29 年度より「みえ産学官技

術連携研究会」を発足させ，県内企業，大学等の

高等教育機関，行政機関，支援機関等と連携・協

働し，県内企業の新たな挑戦を支援している．本

連携研究会は，技術分野横断的な研究会活動を主

体として，多様な機関が有機的に連携し，企業の

課題解決や産学官の戦略的な取り組みを通じ，地

域イノベーションの創出を目指すものであり，地

域資源，基盤技術，成長分野および広域連携の 4
つの研究会が設置されている． 

窯業研究室と金属研究室では，地域資源研究会

の総括的な事業実施に共同で取り組み，今年度は

「With コロナの商品開発と Web 販売」をテーマ

にオンライン研究会を開催した． 
また窯業研究室では地域資源研究会に属する検

討会のひとつとして，県内窯業関連企業の課題発

掘，陶磁器・セラミックスに関連した技術情報の

提供や特定研究課題に取り組む「窯業技術検討会」

を開催している．今年度は，JIS の制定により陶

磁器産業界において課題となっている食器洗浄機

に対しての陶磁器製品の耐性について講演会を実

施し，情報共有を図った． 
さらに窯業研究室では，地域全体の課題である

陶磁器製造時の低炭素化に関して，平成 30 年度 
 

に採択された環境省 CO2 排出削減対策強化誘導

型技術開発・実証事業の最終年度として引き続き

産学官で連携して取り組んだ．  
 
2. 地域資源研究会の開催 

平成 29 年度からこれまでに，4 回の地域資源研

究会を開催し，最新の研究事例や IoT の活用，イ

ンターネットを用いた情報発信について情報提供

や講演会，参加者との意見交換を行ってきた．今

年度は，新型コロナウィルスの蔓延による世界中

の状況が変わる中での地域産業による影響を鑑み

て，テーマを「With コロナの商品開発と Web 販

売」とした．内容としては，新商品開発と Web 販

売について実績と知見のある陶磁器メーカーと鋳

物メーカー計 4 社に話題提供者としてそれぞれ事

例等発表いただき，参加者との討論を行うオンラ

イン研究会として開催した． 
 

3. 窯業技術検討会の開催 

これまでに，多くの企業や関係機関が参加する

形式で，検討会を 4 回開催し，最新の研究事例や

窯業研究室の研究シーズの紹介，参加者との意見

交換を行ってきた．また今年度は，JIS の新たな

制定により陶磁器産業界において課題となってい

る食器洗浄機に対しての陶磁器製品の耐性につい

て講演会を実施し，情報共有を図った．また後述

する環境省事業への取り組みについて報告を行

い，この事業等による窯業業界での CO2 排出削減

対策の必要性を示した． 

＊  窯業研究室 

＊＊ 窯業研究室伊賀分室 
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4. 環境省事業の取り組み 

平成 30 年度より 3 年間，陶磁器産業界の省エネ

ルギー化・低炭素化を目指し，窯業研究室，国立

大学法人三重大学大学院生物資源学研究科，浅岡

窯業原料株式会社，有限会社泰成窯の 4 社で，環

境省委託事業「製造プロセスの省エネルギー化に

よる CO2 低排出型陶磁器製造技術の開発・実証事

業」に取り組んできた．本プロジェクトでは，バ

イオマス由来原料と陶磁器素材の複合化 1, 2)によ

る素焼きレス化技術および素材開発による本焼成

温度の低温化技術 3-5)に取り組むとともに，開発技

術の実証試験を行った．その結果，陶磁器製造プ

ロセスの CO2排出量を 30.2-41.7 %削減できること

を実証した．加えて今年度は，ライフサイクルア

セスメントを導入し，本技術による温室効果ガス

排出量の評価を行ったところ，本技術の地球温暖

化対策としての有効性が証明された． 
 
5. まとめ 

今後も本検討会の開催を通して，県内地域産業，

関連企業の課題やニーズの発掘，情報提供，企業

との共同研究や支援を行い，地域産業の活性化に

つなげていく． 
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表 1 令和 2 年度に開催した地域資源研究会と窯業技術検討会 

 開催日 方法 内容 
参加 
者数 

第 4 回 
地域資源研究会 

令和 2 年 
12 月 11 日 

ZOOM によ

るオンライ

ン開催 

With コロナの商品開発と Web 販売 
・テーマ 1「コロナ禍での商品開発」 
・テーマ 2「Web 販売について」 

23 名 

第 5 回 
窯業技術検討会 

令和 3 年 
3 月 12 日 

ZOOM によ

るオンライ

ン開催 

・講演「食洗器可!?－食洗器洗浄耐久性の評価方法

と基準作りの最新動向－」 
  講師；元産業技術総合研究所 杉山豊彦氏 
・事業報告「製造プロセスの省エネルギー化による

CO2 低排出型陶磁器製造技術の開発・実証」 

27 名 

 


